
2020 年（令和 2 年）12 月 16 日（水曜日）　　第 103 号　http://tohoku-saiko.jp/

【東北再興】掲載の記事・写真・図表などの無断転載を禁止します。Copyright YUMUYU INC. All rights reserved.

第103号

Ｒe - C ｒｅａｔｅ ，　ＴＯＨＯＫＵ！

無
料発行所　株式会社遊無有

〒 207-0015
　　　  東京都東大和市中央 1-539-15

http://www.yumuyu.com/
　　　　　e-mail:y.s.yumuyu@ozzio.jp

2　0　2　0　年　（　令　和　2　年　）　12　月　16　日　　水　曜　日

毎月発行

＜＜東北魂＞＞を鼓舞する

電子新聞

発行 2020 年（令和 2 年）12 月 16 日　水曜日

来
た
こ
と
は
、
多
少
な
り
と
も

前
進
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

あ
と
は
、
新
法
の
趣
旨
を
ど

う
活
か
す
か
で
あ
ろ
う
が
、
国

内
水
産
業
の
改
革
は
出
来
た
と

し
て
も
、
す
で
に
追
い
抜
か
れ

た
水
産
先
進
国
に
追
い
つ
き
追

い
越
せ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら

な
い
。

新
漁
業
法
の
目
指
す
も
の

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
解
説
に
よ

れ
ば
、
こ
の
新
法
は
、
零
細
個

人
の
多
い
水
産
業
に
企
業
の
参

入
を
促
し
て
い
る
と
い
う
見
方

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

零
細
の
個
人
漁
業
者
で
出
来

る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
、
そ

の
た
め
果
敢
な
設
備
投
資
は
む

ず
か
し
く
、
企
業
参
入
に
積
極

的
な
他
国
と
の
競
争
に
敗
れ
る

の
も
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。

そ
こ
を
企
業
の
力
を
背
景
に
挽

に
比
べ
る
と
す
っ
か
り
遅
れ
、

そ
の
た
め
に
漁
獲
量
も
減
少
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
従
事
す
る

漁
業
者
の
収
入
は
目
減
り
す
る

一
方
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
温
暖
化
等
の
環
境
変

化
も
あ
り
、
従
来
は
た
く
さ
ん

獲
れ
た
魚
が
近
海
に
は
少
な
く

な
り
、
そ
の
少
な
く
な
っ
た
魚

を
無
計
画
に
採
り
尽
く
す
た
め
、

七
十
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ

た
新
漁
業
法
と
そ
の
背
景

　

今
月
一
日
か
ら
、
実
に
七
十

年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
新
漁
業

法
が
施
工
さ
れ
た
。

　

そ
の
趣
旨
は
、
近
海
の
魚
を

増
や
し
、
漁
業
を
成
長
産
業
に

す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
だ
と

い
う
。

　

た
し
か
に
、
か
つ
て
は
世
界

一
を
誇
っ
た
日
本
水
産
業
で
あ

っ
た
が
、
い
ま
は
見
る
影
も
な

く
、
後
発
の
水
産
国
に
も
追
い

抜
か
れ
、
置
い
て
行
か
れ
る
ば

か
り
で
あ
る
。

　

昨
年
の
漁
業
生
産
高
は
養
殖

も
含
め
て
も
、
四
百
十
六
万
ト

ン
と
い
う
過
去
最
低
水
準
に

ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
は
、

千
九
百
八
十
四
年
の
規
模
の
三

分
の
一
の
レ
ベ
ル
と
い
う
。
わ

ず
か
三
十
五
年
間
で
三
分
の
二

を
失
っ
た
と
い
う
落
ち
込
み
で

あ
る
。

　

こ
れ
を
何
と
か
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
新
漁

業
法
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

　

ま
た
、
当
然
な
が
ら
、
そ
の

漁
業
技
術
も
設
備
投
資
も
他
国

『改正漁業法』で東北水産業の再興なるか？
今度こそ先進国漁業に学び、若手漁師を巻き込む
大改革で水産業活性化は実現できるか？

近
海
の
水
産
資
源
も
減
少
し
て

き
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
あ
る
た
め
、

若
者
が
漁
業
従
事
者
に
な
る
こ

と
は
少
な
く
、
高
齢
化
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
態
が
続
い

て
い
た
。

　

な
ぜ
こ
こ
ま
で
放
置
し
て
き

た
の
か
と
の
思
い
も
あ
る
が
、

兎
に
も
角
に
も
新
漁
業
法
が
出

宮城県生まれ、67 歳であり
ながら新人の歴史発掘映像
作家兼プロデューサー。来
月には、3作目の、古代製鉄
の埋もれた歴史を発掘した
映像【奪われた古代鉄王国】
の上映予定。新型コロナ禍
を乗り越えて奮闘中。趣味
は古代史・縄文文化研究。
埋もれた歴史を発掘するこ
とと東北から日本を変える
ことを標榜。

【当新聞発行責任者
兼編集長兼記者紹介】

【砂越　豊】

漁業・養殖業の生産量の推移　
資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計」

水産政策の改革（新漁業法等）のポイント
（水産庁HP「水産政策の改革（新漁業法
等）のポイント」より抜粋・編集）

【新たな資源管理システム】
漁獲量に占めるTAC（漁獲可能量）対象魚
種の漁獲量の割合が増えるようにしてい
く
漁業許可制度
漁業者の廃業などで新規許可の余裕が生
じたときは、柔軟に許可できるよう見直
す
「漁獲割当て（IQ）」で管理される船舶につ
いては船舶の大きさなどの制限を緩和す
る
漁業権制度
利用されない、または利用度が低下した
漁場については、協業化や新規参入も含
めて、総合利用していく
海区漁業調整委員会制度
地域の実態に合った委員会が設置できる
ように見直しを行なう
密漁対策
許可なしで採捕した者や、密漁品と知っ
て譲受や運搬などをした者への罰則を新
設した
漁業協同組合制度の見直し
漁協の役割として漁業者の所得向上を明
記するとともに、販売事業を行う漁協の
理事に販売の実践的な能力を持つ方を登
用してもらう
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回
す
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

　

そ
れ
か
ら
水
産
業
の
利
益
を

増
や
す
こ
と
も
意
図
さ
れ
て
い

る
。
大
方
の
漁
業
従
事
者
は
高

齢
者
で
、
年
金
生
活
者
も
多
い

の
で
、
低
収
入
で
も
な
ん
と
か

や
っ
て
い
け
る
の
か
も
し
れ
な

い
が
そ
れ
で
は
だ
め
だ
と
。

　

し
か
し
、
漁
師
を
目
指
し
て

み
よ
う
か
と
い
う
若
者
に
は
敬

遠
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
。

　

こ
う
し
た
こ
と
の
反
省
か
ら
、

企
業
参
入
を
促
す
と
い
う
こ
と

な
の
だ
ろ
う
。

　

ま
と
め
る
と
、
現
在
の
漁
業

者
の
既
得
権
は
認
め
つ
つ
、
引

退
や
廃
業
な
ど
で
空
き
が
生
じ

た
漁
業
権
を
、
新
規
参
入
を
目

論
む
企
業
に
も
開
放
し
よ
う
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
の
程
度
の
改
革
な
ら
ば
致

し
方
な
い
と
既
得
権
者
も
妥
協

し
た
産
物
の
印
象
が
あ
る
。

世
界
の
漁
業
の
潮
流

　

世
界
の
魚
需
要
は
年
々
増
加

し
て
い
る
。

　

巨
大
な
人
口
を
抱
え
る
中
国

な
ど
が
、
近
年
魚
を
積
極
的
に

食
べ
始
め
て
い
る
影
響
は
無
視

で
き
な
い
。
何
せ
十
三
億
人
の

胃
袋
を
水
産
資
源
で
満
た
す
の

は
大
変
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
有

限
な
水
産
資
源
を
徹
底
的
に
管

理
す
る
水
産
業
が
世
界
の
主
流

で
あ
る
。

　

特
に
、
水
産
先
進
国
で
は
、

科
学
的
な
調
査
を
徹
底
し
て
、

水
産
資
源
を
管
理
し
て
い
て
、

か
つ
、
漁
業
者
・
漁
船
ご
と
に

も
漁
獲
枠
を
決
め
て
い
る
と
い

う
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
漁
獲
枠
の
売

買
さ
え
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
徹
底
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
せ
ず
に
乱
獲
す
れ
ば
、

水
産
資
源
は
ほ
ど
な
く
枯
渇
す

る
と
の
危
機
感
が
あ
る
。
増
大

す
る
水
産
資
源
需
要
に
永
続
的

に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
必
須

の
方
策
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
点
も
、
日
本
の
水
産
業

は
大
き
く
遅
れ
て
い
る
。　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
漁
師

は
人
気
職
種

　

水
産
業
先
進
国
の
ノ
ル
ウ
エ

ー
で
は
漁
師
は
収
入
が
高
い
た

め
、
非
常
に
人
気
の
あ
る
職
業

だ
と
い
う
。

　

対
す
る
に
日
本
の
漁
業
者
は
、

年
収
ベ
ー
ス
で
二
百
万
円
前
後

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
っ
た
。

　

ま
っ
た
く
比
べ
物
に
な
ら
な

い
。
若
者
の
漁
業
参
加
を
自
ら

押
し
と
ど
め
、
自
分
の
代
で
漁

業
は
終
わ
ら
せ
て
も
い
い
と
考

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、

三
陸
水
産
業
復
興
支
援
の
た
め

に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
北

欧
水
産
業
の
漁
業
改
革
支
援
の

申
し
出
を
断
っ
た
東
北
で
あ
っ

た
が
、
今
度
こ
そ
彼
ら
に
見
習

う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。　

国
民
の
肉
好
き
・
魚
離
れ

　

世
界
的
な
魚
需
要
増
加
に
対

し
て
、
日
本
で
は
魚
離
れ
が
進

ん
で
い
る
。

　

肉
生
産
国
の
上
手
な
PR
に
対

し
て
、
国
内
の
魚
PR
は
影
が
薄

い
。

　

そ
う
な
る
と
、
普
段
の
生
活

に
お
い
て
、
ど
ん
ど
ん
魚
か
ら

離
れ
て
い
く
と
い
う
悪
循
環
に

陥
る
。

　

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
肉
料
理

に
対
し
て
、
さ
ば
き
方
も
、
料

理
方
法
も
分
か
り
に
く
い
魚
は

ま
す
ま
す
遠
ざ
け
ら
れ
る
道
理

だ
。

　

ほ
ん
と
に
何
と
か
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

東
北
水
産
業
は
ど
う

か
？
東
北
一
丸
で
望
め

な
い
も
の
か
？

　

日
本
全
体
の
水
産
業
の
状
況

も
き
び
し
い
が
、
東
日
本
大
震

災
で
傷
つ
い
た
東
北
水
産
業
は

も
っ
と
大
変
だ
。

　

普
段
は
お
互
い
に
協
力
的
と

は
言
え
な
い
東
北
六
県
で
あ
る

が
、
こ
の
新
法
を
契
機
に
、
一

丸
と
な
っ
て
東
北
水
産
業
の
再

興
を
目
指
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。

目
指
せ
高
付
加
価
値
！
そ

れ
に
は
大
胆
な
フ
ー
ド
チ

ェ
ー
ン
改
革
必
要
か
？

　

全
国
一
律
に
、
新
漁
業
法
に

基
づ
い
て
同
じ
よ
う
な
改
革
を

し
て
も
、
東
北
の
「
失
地
」
の

回
復
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
。

　

な
ら
ば
、
新
漁
業
法
の
目
指

す
も
の
を
大
き
く
飛
び
越
え
、

新
手
法
で
全
国
の
ト
ッ
プ
に
躍

り
出
る
方
法
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
図
に
示
し
た
よ
う

な
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
の
水
産
フ
ー

ド
チ
ェ
ー
ン
の
大
改
革
と
総
合

水
産
業
会
社
を
見
習
い
、
水
揚

げ
か
ら
一
次
加
工
ま
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
、
か
つ
、
従
来
は
一

日
が
か
り
の
と
こ
ろ
を
わ
ず
か

三
十
分
と
い
う
非
常
に
短
時
間

で
処
理
し
、
鮮
度
を
保
つ
こ
と

で
付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
や

り
方
な
ど
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
く
ら
い
の
改
革
を
し
な

け
れ
ば
「
失
地
回
復
」
は
望
め

な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

埋もれた歴史発掘シリーズ第二弾
【奪われた古代鉄王国】の上映会

（1/23）のお知らせ（宮城県大崎市）

上映会場：宮城県大崎市生涯学習センター　（パレッ

トおおさき）多目的ホール

（〒 989-6136 宮城県大崎市古川穂波三丁目 4 番

20 号）

（TEL:0229-91-8611 FAX:0229-91-8264）

上映日時：2021 年 1 月 23 日（土）　

上映開始：１4：００

上映時間：約６０分

　　　　　　　入場料：５００円（税込）　 

 　　　　　　　全席自由席

DVD ー販売開始済
3300 円（税込）　送料無料

問合せ先：株式会社遊無有

mail ： y.s.yumuyu@ozzio.jp

肉と魚の年間一人当たり消費量（出所：農林水産省「食糧需給表」）

以下の大胆なフードチェーン改革を実施
したら東北水産業の再興は可能か？

【現状・・・国内の従来の水産フードチェーン】

【ノルウエーの養殖業・・・総合水産会社の社内
で完結する水産フードチェーン】

水揚げ（漁業者）

水揚げ

魚市場

一次加工

一次加工（加工業者）
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郷土料理愛好家　
　　　　松本由美子氏

【サバの味噌煮】

10〜12月がサバの

旬って知ってました？

―材料（2 人分）ー　�サバ　2切れ、生姜、ネギ、�水　300c�c�、酒　60�c�c�、砂糖　45g、�濃
口醤油　15cc、�みりん　15c�c�、赤味噌6：白味噌4

―料理方法― ①�サバは、一度熱湯をかけて霜降りして生臭みをとります。�②�鍋にサバを入れ
て、水、酒を入れて煮ます (途中、アクを取ります )�そこにネギとスライス生姜を入れて強火にしま
す。�③�味噌の割合を調合し、先にその1/5を溶かしれて煮込みます。④�後半、煮えたら残りの味
噌を入れ、最後にみりんをひとまわしして照りをだします。�⑤�サバの盛り付けに、千切りにした
生姜を (水さらし )�のせます。

いったい、いつになったら再開できるのでしょうか？
コロナ陽性者増加でみんなと再会できるのはさらに先延ばしに

なるようです。コロナ退散祈願！！でも、
東北地酒、いろんな銘柄が目に浮かぶ、呑みたい！　　　　　　

【依然として第43回三陸酒海鮮会代替日程未定のまま】
3月14日開催のはずだった第43回目の三陸酒海鮮会からすでに9か月も経ちましたが、依然とし
て代替日程が未定のまま推移しております。忘年会までには何とか再開できると思っておりましたが、
残念ながら、再開は年を越しそうです。・・・美味しい東北地酒への恋しさが狂おしいほどに募ってお
りますが、それまでは以前の写真画像のみで何とか耐えてください。再びお会いできる日を楽しみに！

水産業再興のための
料理レシピ紹介

第76回�
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写真でお伝えする
東北の風景

写真撮影　 

　　　　　尾崎匠

新型コロナ禍
自粛症候群
「対応薬⑦」



2020 年（令和 2年）12 月 16 日（水曜日）　　第 103 号　http://tohoku-saiko.jp/

【東北復興】掲載の記事・写真・図表などの無断転載を禁止します。Copyright YUMUYU INC. All rights reserved.

訪
日
外
国
人
に
関
す
る

ラ
ン
キ
ン
グ

　

こ
こ
に
書
い
た
記
事
を
始
め
、

東
北
に
関
し
て
書
い
た
あ
れ
こ

れ
に
つ
い
て
は
、「
東
北
ブ
ロ

グ
」
と
銘
打
っ
た
自
分
の
ブ
ロ

グ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ブ
ロ
グ
を

見
て
い
た
だ
い
た
方
か
ら
、「
都

道
府
県
別
で
み
る
訪
日
外
国

人
・
消
費
額
ラ
ン
キ
ン
グ
！【
マ

ッ
プ
付
き
】」に
つ
い
て
情
報
提

供
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の「
東
北
復
興
」改
め「
東

北
再
興
」
紙
面
に
お
け
る
こ
の

連
載
に
お
い
て
も
、
時
折
様
々

な
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
き
た
が
、
今
回
情
報
提

供
い
た
だ
い
た
こ
の
ラ
ン
キ
ン

グ
に
つ
い
て
は
た
ぶ
ん
取
り
上

げ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
見
て
み
る
と

興
味
深
い
内
容
で
あ
る
の
で
、

今
回
は
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ

い
て
取
り
上
げ
て
み
よ
う
と
思

う
。

東
北
六
県
は
ラ
ン
ク
外

　

こ
の
「
都
道
府
県
別
で
み
る

訪
日
外
国
人
・
消
費
額
ラ
ン
キ

ン
グ
！【
マ
ッ
プ
付
き
】」は
、同

社
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
、

世
界
一
二
ヵ
国
で
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
等
の
ボ
ー
ナ
ス
検
索
サ

イ
ト
を
提
供
し
て
い
る
サ
イ
ト

「
Ｂ
ｏ
ｎ
ｕ
ｓ
Ｆ
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
」

が
制
作
し
た
も
の
と
の
こ
と

で
、訪
日
外
国
人
数
、並
び
に
旅

行
消
費
額
の
都
道
府
県
別
の
ト

ッ
プ
二
〇
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
訪
日
外
国
人
数
が
最
も
多

い
都
道
府
県
に
つ
い
て
見
て
み

る
と
、
東
京
都
（
一
四
一
〇
万

人
）、
大
阪
府
（
一
一
五
三
万

人
）、
千
葉
県
（
一
〇
四
八
万

人
）、
京
都
府（
八
三
〇
万
人
）、

奈
良
県
（
三
五
〇
万
人
）、
愛

知
県
（
二
六
九
万
人
）、
福
岡

県
（
二
六
〇
万
人
）、
北
海
道

（
二
三
九
万
人
）、
神
奈
川
県

（
二
三
四
万
人
）、
沖
縄
県

（
一
八
三
万
人
）と
な
っ
て
い
る
。

東
京
周
辺
、大
阪
周
辺
、そ
れ
に

愛
知
、福
岡
、北
海
道
で
占
め
ら

れ
、
そ
の
下
二
〇
位
ま
で
見
て

も
予
想
通
り（
？
）、
東
北
六
県

は
全
く
ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
っ
て

い
な
い
。

　

続
い
て
、
訪
日
外
国
人
の

消
費
額
の
合
計
が
最
も
多
い

都
道
府
県
に
つ
い
て
見
て

み
る
と
、
こ
ち
ら
も
東
京
都

（
一
五
三
八
八
億
円
）、
大
阪
府

（
八
四
六
八
億
円
）、
北
海
道

（
二
八
八
八
億
円
）、
京
都
府

（
二
七
九
四
億
円
）、
福
岡
県

（
一
八
三
三
億
円
）、
沖
縄
県

（
一
七
六
七
億
円
）、
千
葉
県

（
一
六
六
二
億
円
）、
愛
知
県

（
一
六
四
四
億
円
）、
神
奈
川
県

（
一
二
六
〇
億
円
）、
兵
庫
県

（
五
三
九
億
円
）と
な
っ
て
お
り
、

若
干
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
概

ね
当
然
な
が
ら
訪
日
外
国
人
数

が
多
い
都
道
府
県
が
そ
の
消
費

額
も
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

訪
日
外
国
人
一
人
当
た
り

の
消
費
額
が
多
い
東
北

　

話
が
こ
れ
で
終
わ
り
な
ら
何

故
そ
の
よ
う
な
ラ
ン
キ
ン
グ
を

東
北
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
書
い

て
い
る
私
に
紹
介
し
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
こ

の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
続
き
が
あ

る
。
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

最
後
に
、
訪
日
外
国
人
一
人
当

た
り
の
消
費
額
が
最
も
多
い
都

道
府
県
ト
ッ
プ
二
〇
に
つ
い
て

も
調
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
上
記

の
都
道
府
県
ご
と
の
訪
日
外
国

人
の
消
費
額
を
訪
日
外
国
人
数

で
除
し
た
数
値
に
つ
い
て
も
算

出
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
は
図
を
見
て
い
た

だ
き
た
い
。
人
数
で
も
消
費
額

で
も
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
な
か

っ
た
東
北
六
県
の
う
ち
、
三
県

が
訪
日
外
国
人
一
人
当
た
り
の

消
費
額
で
は
ト
ッ
プ
二
〇
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
宮
城
が
一
一
位

（
五
・
五
万
円
／
人
）、
山
形
が

一
七
位（
四
・
八
万
円
／
人
）、青

森
が
一
九
位
（
四
・
五
万
円
／

人
）
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
位

ま
で
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、

岩
手
、
福
島
も
同
じ
色
に
塗
り

分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

概
ね
同
等
の
消
費
額
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
記
事
中

で
は
、「
東
北
に
は
温
泉
の
あ
る

日
本
旅
館
も
多
く
、
特
に
ア
ジ

ア
か
ら
の
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
詳
細

な
理
由
に
つ
い
て
、
こ
の
ラ
ン

キ
ン
グ
の
記
事
を
執
筆
し
た
Ｂ

ｏ
ｎ
ｕ
ｓ
Ｆ
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ス
タ

ッ
フ
の
伊
藤
め
ぐ
み
氏
に
よ
る

と
、
東
北
の
人
気
の
理
由
と
し

て
、
飛
行
機
の
定
期
便
が
主
に

ア
ジ
ア
か
ら
多
く
発
着
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
一
人
当
た
り
の

単
価
が
高
い
理
由
と
し
て
は
、

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
あ
る
こ

と
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
こ
と
、

加
え
て
個
人
的
な
見
解
も
入
っ

て
い
る
と
断
り
つ
つ
も
、
東
京

や
大
阪
の
よ
う
に
カ
プ
セ
ル
ホ

テ
ル
や
チ
ェ
ー
ン
店
が
充
実
し

た「
安
く
て
美
味
し
い
」都
市
よ

り
、
海
の
幸
や
山
の
幸
が
あ
り

「
こ
れ
ぞ
日
本
！
」と
い
う
感
じ

の
旅
館
な
ど
が
あ
る
東
北
の
方

が
、単
価
が
高
く
な
る
の
で
は
、

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

訪
日
観
光
客
が
求
め
て

い
る
も
の

　

そ
れ
に
関
連
し
て
、
株
式
会

社
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ 

Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｒ

に
よ
る
二
〇
一
八
年
の
記
事

「
過
去
最
高
を
記
録
！
急
増
す

る
東
北
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現

状
」も
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
記
事
で
は
ま
ず
、
現
状
と

し
て
、
東
京
な
ど
の
都
市
圏
に

比
べ
る
と
東
北
を
訪
れ
る
人
は

全
体
の
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に

過
ぎ
な
い
こ
と
、
行
政
区
分
と

し
て
の「
東
北
」知
名
度
は
ほ
と

ん
ど
な
く
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
も

非
常
に
低
い
こ
と
を
指
摘
す
る

一
方
、
東
北
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
の
多
く
は
過
去
に
東
北

を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
リ
ピ
ー

タ
ー
で
あ
る
こ
と
、
ア
ジ
ア
地

域
か
ら
の
訪
日
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
と
し
て
「
温
泉
に
浸
か
り
た

い
」「
紅
葉
や
雪
景
色
な
ど
の
自

然
に
触
れ
た
い
」「
郷
土
料
理
を

楽
し
み
た
い
」「
歴
史
的
な
街
並

み
を
楽
し
み
た
い
」「
寺
や
神

社
、城
跡
な
ど
を
訪
れ
た
い
」な

ど
が
あ
り
、
西
欧
地
域
か
ら
の

訪
日
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
と
し
て

「
歴
史
的
な
街
並
み
を
観
光
し

た
い
」「
郷
土
料
理
を
食
べ
た

い
」「
自
然
観
光
地
を
訪
れ
た

い
」「
温
泉
に
浸
か
り
た
い
」「
都

市
と
は
違
っ
た
地
方
な
ら
で
は

の
風
景
を
楽
し
み
た
い
」
が
あ

り
、「
東
北
各
県
に
は
そ
の
土
地

で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー

ク
な
郷
土
料
理
も
多
く
、『
そ
の

土
地
で
し
か
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
モ
ノ
・
コ
ト
、
そ
の

土
地
で
し
か
出
会
え
な
い
モ

ノ
・
コ
ト
・
ヒ
ト
』
を
求
め
る

外
国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
満

た
す
に
は
最
適
な
土

地
と
い
え
る
」
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
訪
日
外

国
人
観
光
客
の
注
目

を
集
め
て
い
る
例
と

し
て
ス
キ
ー
場
と
農

家
民
泊
を
挙
げ
つ
つ
、

肝
心
の
受
け
入
れ
体

制
が
万
全
と
は
言
え

な
い
た
め
、「
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
強

化
す
る
と
と
も
に
、
受

け
入
れ
側
の
体
制
の

充
実
も
急
務
」
と
ま
と

め
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
地

域
を
考
え
る
き

っ
か
け
に

　

確
か
に
、
先
の
記
事

で
挙
げ
ら
れ
た
よ
う

な
訪
日
観
光
客
の
ニ

ー
ズ
を
満
た
す
観
光

資
源
が
東
北
に
は
多

く
あ
る
一
方
、
言
葉
の

問
題
も
含
め
た
受
け

入
れ
体
制
の
不
十
分

さ
、
情
報
発
信
の
不

十
分
さ
な
ど
は
大
い

に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
東
北
を
訪
れ
る

外
国
人
観
光
客
の
多
く
が
リ
ピ

ー
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

東
北
は
一
度
来
て
も
ら
う
と
ま

た
来
た
く
な
る
と
思
っ
て
も
ら

え
る
地
域
で
あ
る
こ
と
の
証
左

で
あ
る
と
言
え
、
東
北
の
魅
力

は
訪
日
観
光
客
の
方
々
に
も
理

解
し
て
も
ら
え
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
も
窺
え
る
。
こ
れ

は
東
北
に
住
む
も
の
と
し
て
は

素
直
に
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

加
え
て
東
北
の
魅
力
は
、
六

県
が
一
つ
の
地
域
と
し
て
一
体

感
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
も
あ
る
と
思
う
。
従
っ
て
、

情
報
発
信
に
当
た
っ
て
は
六
県

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
し
、
同
時
に
六
県
を

周
遊
し
て
東
北
の
魅
力
を
存
分

に
味
わ
っ
て
も
ら
う
コ
ー
ス
の

策
定
な
ど
に
も
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
何
よ
り
大
事
な
の
は
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て

東
北
に
い
る
私
た
ち
が
自
分
た

ち
の
住
む
こ
の
東
北
と
い
う
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

訪
日
観
光
客
を
ど
う
迎
え
入
れ

る
か
、
何
を
見
て
何
を
体
験
し

て
も
ら
う
か
を
検
討
す
る
プ
ロ

セ
ス
を
、
改
め
て
自
分
た
ち
の

地
域
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

参
照
サ
イ
ト

都
道
府
県
別
で
み
る
訪
日
外
国

人
・
消
費
額
ラ
ン
キ
ン
グ
！【
マ

ッ
プ
付
き
】

https://w
w

w
.bonus.jp/

about-us/blog/m
ost-

popular-prefectures-to-
visit-am

ong-international-
tourists

過
去
最
高
を
記
録
！
急
増
す
る

東
北
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
状

h
ttp

s://lifep
ep

p
er.

co.jp/inbound/tohoku-
2018/#i-4

執
筆
者
紹
介

大
友
浩
平

（
お
お
と
も
こ
う
へ
い
）

奥
州
仙
臺
の
住
人
。
普
段
は
出

版
社
に
勤
務
。
東
北
の
人
と
自

然
と
文
化
が
大
好
き
。
趣
味
は

自
転
車
と
歌
と
旅
。

「
東
北
ブ
ロ
グ
」

http://blog.livedoor.jp/
anagm

a5/

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

https://www.facebook.com
/

kouhei.ootom
o

訪
日
観
光
客
の
目
線
で
見

る
東
北
の
魅
力
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丸丸と肥えたタヌキ夫妻

ライトアップのめがね橋

夕暮れの仙人

振り向くキツネ

フロントガラス越しのススキ

幻日と白鳥

田んぼの中の白鳥

夕暮れと裸木

シリーズ  遠野の自然

「遠野の大雪」
遠野 1000 景より

　

国
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
三

度
目
の
波
到
来
と
日
々
テ
レ
ビ

が
騒
ぎ
立
て
て
い
る
。

　

新
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
恐

怖
よ
り
狂
っ
た
よ
う
に
国
中
が

コ
ロ
ナ
禍
で
大
騒
ぎ
し
て
い
る

光
景
の
方
が
よ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
。

　

他
方
、
こ
の
騒
ぎ
の
裏
で
は

生
活
困
窮
に
よ
る
自
殺
者
が
増

加
し
、
企
業
倒
産
も
増
え
る
ば

か
り
で
、
毎
年
流
行
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
が
急
減
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

表
に
は
出
て
こ
な
い
。
ま
さ
に

異
様
な
状
況
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
と
き
遠
野
に
住
む
動

物
た
ち
を
見
る
と
、
人
間
は
い

っ
た
い
何
を
し
て
い
る
の
か
と

反
省
を
迫
ら
れ
る
気
が
す
る
。

　

自
然
の
運
行
に
し
た
が
っ
て

生
き
て
い
く
姿
勢
を
早
く
取
り

戻
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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嗜
好
品
、
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
塩
や
主
食
穀
物
、
野
菜
の

よ
う
に
そ
れ
が
摂
取
で
き
な
く

な
れ
ば
死
ぬ
、
と
い
う
訳
で
は

な
い
が
、
何
故
か
文
明
人
を
称

す
る
人
々
に
と
っ
て
そ
れ
ら
が

無
い
事
は
心
の
貧
し
さ
、生
活
・

社
会
の
味
気
な
さ
を
痛
感
さ
せ

や
が
て
世
界
を
停
滞
さ
せ
る
一

大
事
と
な
り
得
る
。
古
代
・
中

世
に
は
、
世
界
的
な
規
模
で
展

開
し
た
交
易
品
と
し
て
胡
椒
が

あ
り
、
近
世
に
至
っ
て
は
麻
薬

の
類
が
あ
っ
た
り
し
て
、
時
に

そ
れ
ら
を
巡
っ
て
国
家
間
で
戦

争
の
火
種
に
す
ら
な
っ
て
き
た

事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

古
代
か
ら
時
代
を
越
え
て
全

人
類
の
嗜
好
品
で
あ
り
続
け
て

き
た
も
の
と
い
え
ば
、
何
と
い

っ
て
も
酒
類
で
あ
る
が
、
一
方

で
時
代
と
と
も
に
そ
の
嗜
好
の

度
合
が
減
少
し
て
き
た
も
の
に

煙
草
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
、

と
思
う
。
と
こ
ろ
が
ま
た
そ
の

反
対
に
、
近
年
爆
発
的
に
世
界

で
人
気
を
高
め
て
い
る
も
の
が

あ
る
―
そ
れ
は
珈
琲
豆
で
あ
る
。

　

珈
琲
と
い
え
ば
、
私
自
身
が

地
元
仙
台
は
元
よ
り
、
旅
先
の

盛
岡
や
札
幌
、
郷
里
・
鶴
岡
ま

で
現
地
の
喫
茶
店
で
愛
飲
す
る

あ
ま
り
に
馴
染
み
の
飲
み
物
だ

が
、
近
年
は
そ
れ
ら
古
参
の
店

々
の
商
売
敵
で
も
あ
る
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
や
各
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

大
手
資
本
の
店
に
よ
り
爆
発
的

に
普
及
、
し
か
も
中
国
や
ベ
ト

ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
ア

ジ
ア
の
国
々
に
も
急
速
な
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

珈
琲
と
来
れ
ば
も
う
一
つ
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
存
在
が
あ
る
。

そ
れ
は
日
本
の
緑
茶
や
中
国
の

烏
龍
茶
に
代
表
さ
れ
る
茶
樹
を

利
用
し
た
飲
み
物
で
あ
り
、
な

か
ん
ず
く
珈
琲
の
ラ
イ
バ
ル
と

し
て
世
界
に
広
が
る
紅
茶
で
あ

る
。
本
稿
で
は
ま
さ
に
個
人
の

人
生
・
社
会
の
潤
滑
油
た
る
嗜

好
品
の
中
で
筆
者
自
身
も
愛
し

て
止
ま
な
い
珈
琲
・
紅
茶
を
取

り
巻
く
状
況
に
想
い
を
馳
せ
、

接
点
が
な
さ
そ
う
で
意
外
に
も

実
は
あ
っ
た
、
東
北
で
の
将
来

的
展
望
に
も
焦
点
を
当
て
た
い
。

　
　
　
　
　

＊

　

珈
琲
に
つ
い
て
よ
く
語
ら
れ

る
不
思
議
な
点
と
し
て
、
南
の

熱
い
国
々
で
し
か
栽
培
で
き
な

い
豆
な
の
に
そ
の
消
費
は
圧
倒

的
・
伝
統
的
に
北
の
寒
い
国
々

に
お
い
て
為
さ
れ
る
事
が
挙
げ

ら
れ
る
。
特
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

や
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
の
北
欧
は

ず
ば
抜
け
て
い
て
、
東
洋
で
は

消
費
第
一
位
の
日
本
で
も
東
北

や
北
海
道
な
ど
の
北
方
で
飲
む

珈
琲
は
特
に
美
味
と
言
わ
れ
る
。

　

そ
の
生
産
と
消
費
の
場
が
か

け
離
れ
て
い
る
状
況
は
紅
茶
や

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
原
料
で
あ
る
カ

カ
オ
に
も
共
通
し
、
こ
れ
ら
は

漏
れ
な
く
征
服
民
族
に
よ
る
被

征
服
民
族
か
ら
の
搾
取
と
い
う

歴
史
で
始
ま
り
、
ま
た
先
進
国

と
新
興
国
と
い
う
関
係
に
変
化

し
た
現
代
に
至
る
ま
で
そ
の
問

題
を
孕
ん
だ
ま
ま
続
い
て
い
る
。

　

珈
琲
と
紅
茶
が
ラ
イ
バ
ル
と

書
い
た
が
、
実
態
は
市
場
規
模

に
お
い
て
紅
茶
は
到
底
珈
琲
の

敵
で
は
な
い
。
珈
琲
と
紅
茶
の

云
わ
ば
明
暗
を
分
け
た
も
の
は

何
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
珈
琲

の
強
い
香
り
と
味
と
い
う
悪
魔

的
魅
力
、
か
つ
て
セ
ッ
ト
で
嗜

ま
れ
る
事
が
多
か
っ
た
煙
草
と

の
関
係
、
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の
勝

利
な
ど
複
数
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
本
稿
の
主
題
か
ら
外
れ

る
の
で
追
究
す
る
ま
い
。

　

珈
琲
豆
の
生
産
に
お
い
て
は

畑
を
作
る
為
に
森
林
を
伐
採
す

る
な
ど
の
環
境
破
壊
の
問
題
、

そ
し
て
そ
の
破
壊
が
地
球
温
暖

化
を
助
長
し
、
巡
り
巡
っ
て
珈

琲
農
業
そ
の
も
の
を
脅
か
す
結

果
に
な
り
得
る
将
来
的
不
安
と

い
っ
た
課
題
が
重
く
圧
し
掛
か

る
。
生
産
者
の
大
半
に
利
益
が

還
元
さ
れ
ず
、
貧
困
に
喘
ぎ
児

童
の
教
育
に
ま
で
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
不
平
等
な
労
働
環
境

の
問
題
も
前
述
の
通
り
根
深
い
。

　

こ
の
事
は
紅
茶
に
も
言
え
る

事
で
あ
り
、
独
立
後
の
イ
ン
ド

で
も
奴
隷
同
然
の
過
酷
な
労
働

条
件
で
働
く
人
々
は
多
い
が
、

市
場
が
巨
大
な
珈
琲
や
カ
カ
オ

に
関
し
て
は
特
に
世
界
的
な
非

難
と
問
題
意
識
の
高
ま
る
事
は

必
然
で
あ
っ
た
の
か
、
近
年
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
的
）
コ

ー
ヒ
ー
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

（
公
平
な
貿
易
）
コ
ー
ヒ
ー
と

い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
い
る
。

　

生
産
者
と
企
業
と
が
共
に
発

展
で
き
、
労
働
環
境
や
自
然
環

境
へ
の
配
慮
も
為
さ
れ
る
と
い

う
経
営
の
理
想
型
を
目
指
す
動

き
が
話
題
だ
が
、
現
状
の
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
の
仕
組
み
に
は
問

題
が
多
く
貧
困
や
環
境
の
問
題

が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
正
確
な
報
道
が
為
さ
れ

な
い
為
に
、
私
た
ち
は
免
罪
符

を
得
た
気
で
自
己
満
足
的
な
消

費
を
続
け
る
事
に
な
る
、
と
い

う
批
判
も
ま
た
少
な
く
な
い
。

　

大
き
な
問
題
は
、
何
よ
り
生

産
者
と
消
費
者
の
距
離
が
遠
す

ぎ
て
互
い
の
状
況
が
わ
か
り
に

く
く
、
理
解
や
共
感
が
生
ま
れ

難
い
現
状
が
続
い
て
き
た
事
の

よ
う
に
思
え
る
。
地
球
の
裏
側

の
、
言
葉
も
肌
の
色
も
違
う
生

産
者
た
ち
を
取
り
巻
く
現
実
が

広
く
知
ら
れ
る
事
、
現
代
の
通

信
技
術
も
活
用
し
て
互
い
が
交

流
し
て
い
く
事
も
重
要
か
と
思

う
の
だ
が
、
一
方
で
こ
れ
ら
農

産
物
の
生
産
を
よ
り
身
近
に
感

じ
る
機
会
、
更
に
は
輸
入
に
頼

る
だ
け
で
な
く
自
給
の
可
能
性

を
探
り
、
生
産
・
供
給
の
問
題

意
識
を
経
験
と
し
て
共
有
す
る

と
い
う
展
望
が
開
け
る
と
す
れ

ば
ど
う
か
。
実
は
珈
琲
、
紅
茶

と
も
に
明
治
期
よ
り
西
南
日
本

各
地
に
お
い
て
栽
培
が
試
み
ら

れ
、
現
在
ま
で
そ
の
志
は
引
き

継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

珈
琲
の
生
産
地
は
コ
ー
ヒ
ー

ベ
ル
ト
と
呼
ば
れ
る
赤
道
付
近

の
熱
帯
地
域
に
集
中
し
、
そ
の

北
限
は
日
本
に
お
い
て
は
沖
縄
、

そ
し
て
東
京
圏
で
あ
る
小
笠
原

に
止
ま
る
。
そ
れ
で
も
気
候
面

で
の
不
利
、
そ
し
て
台
風
の
多

い
土
地
柄
な
ど
か
ら
生
産
量
が

伸
び
ず
、
苦
闘
を
強
い
ら
れ
て

い
る
現
状
に
変
わ
り
は
な
く
、

ま
し
て
や
東
北
で
の
生
産
な
ど

に
結
び
つ
く
意
味
で
の
関
連
は

望
め
そ
う
に
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
紅
茶
と

な
る
と
事
情
は
多
少
変
わ
っ
て

く
る
。
言
わ
ず
も
が
な
、
日
本

は
平
安
時
代
か
ら
の
茶
葉
の
生

産
地
と
し
て
適
性
が
あ
る
。
無

論
、
茶
葉
を
産
す
る
茶
樹
も
ま

た
熱
暖
帯
を
中
心
に
生
息
し
、

日
本
で
茶
と
い
え
ば
静
岡
県
を

始
め
西
南
日
本
の
産
物
と
し
て

即
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
し
か
し

実
際
に
は
そ
の
生
産
範
囲
は
全

国
に
及
び
、
東
北
に
お
い
て
も

宮
城
・
岩
手
・
秋
田
・
青
森
各

県
に
て
現
在
茶
畑
が
小
規
模
な

が
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
実
際
に
は
北
海
道
の
ニ
セ

コ
地
方
で
茶
園
経
営
が
試
み
ら

れ
て
い
る
の
が
現
在
の
と
こ
ろ

の
日
本
の
茶
の
北
限
と
見
て
良

い
よ
う
だ
が
、
で
は
紅
茶
の
方

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。　

　

実
は
私
は
子
供
の
時
分
よ
り

紅
茶
を
好
み
、
珈
琲
は
三
十
代

か
ら
本
格
的
に
飲
み
始
め
た
く

ら
い
で
今
で
も
朝
に
飲
む
の
は

紅
茶
が
多
い
ほ
ど
で
あ
る
。
珈

琲
は
喫
茶
店
で
飲
み
、
紅
茶
は

自
宅
で
飲
む
も
の
、
と
い
う
概

念
が
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
に
着

い
て
い
た
が
、
仙
台
の
カ
フ
ェ

『
モ
ン
サ
ン
ル
ー
』
に
て
熊
本

県
産
の
紅
茶
「
天
（
あ
ま
）
の

紅
茶
」
が
供
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
味
に
感
嘆
し
て
時
折
頂
い
て

い
た
。
そ
の
事
も
あ
っ
て
国
産

紅
茶
が
あ
る
と
は
知
り
な
が
ら
、

や
は
り
紅
茶
と
な
れ
ば
西
南
日

本
の
方
な
の
だ
ろ
う
な
と
思
い

込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
が
、

そ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
勘
違
い

で
あ
っ
た
。
日
本
国
産
紅
茶
専

門
サ
イ
ト
『
京
都
紅
茶
道
部
』

に
よ
る
と
、
二
〇
一
二
年
時
点

で
東
北
・
北
海
道
除
く
全
地
方

と
県
で
何
と
紅
茶
作
り
が
試
み

ら
れ
て
い
な
い
所
は
む
し
ろ
皆

無
と
い
っ
て
良
く
、
九
州
は
確

か
に
全
体
で
一
大
生
産
地
と
な

っ
て
い
る
が
、
他
に
静
岡
県
と

埼
玉
県
が
紅
茶
生
産
に
力
を
入

れ
る
二
大
勢
力
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　

国
産
紅
茶
の
試
み
は
決
し
て

新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
実
は

明
治
期
に
既
に
多
く
の
地
域
で

生
産
が
始
ま
っ
て
い
た
の
だ
が
、

一
九
七
一
年
の
紅
茶
の
輸
入
自

由
化
に
よ
っ
て
一
旦
壊
滅
状
態

に
陥
っ
た
と
い
う
。
紅
茶
が
珈

琲
同
様
の
、
舶
来
の
贅
沢
な
飲

み
物
と
い
う
概
念
は
実
は
古
く

か
ら
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
、

と
い
う
事
実
に
は
少
な
か
ら
ず

驚
き
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
当
サ
イ
ト
で
は
二
〇

一
四
年
時
点
で
「
国
産
紅
茶
の

北
限
は
新
潟
県
村
上
市
」
と
し

て
お
り
、
緑
茶
生
産
の
北
限
を

岩
手
県
の
気
仙
地
方
と
し
な
が

ら
も
「
東
北
地
方
は
元
々
よ
り

お
茶
の
生
産
が
盛
ん
で
は
な
く
、

生
産
量
の
少
な
さ
か
ら
こ
れ
を

紅
茶
に
し
よ
う
か
と
い
う
事
は

無
い
よ
う
に
見
ら
れ
ま
す
」
と

結
論
づ
け
て
い
る
の
だ
が
、
こ

れ
も
実
は
と
ん
で
も
な
く
見
当

外
れ
な
予
想
に
な
っ
て
し
ま
う

事
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

何
と
、
現
在
仙
台
の
中
心
街

を
歩
け
ば
堂
々
と
「
東
北
初
の

国
産
紅
茶
」
と
銘
打
つ
商
品
を

目
に
す
る
事
が
で
き
る
の
だ
。

そ
れ
は
前
述
の
岩
手
県
気
仙

郡
か
ら
も
遠
く
な
い
、
現
在
は

合
併
に
よ
り
宮
城
県
石
巻
市
と

な
っ
た
桃
生
郡
に
て
古
く
か
ら

栽
培
さ
れ
る
「
桃
生
茶
」
の
土

壌
か
ら
生
ま
れ
た
。
石
巻
市
内

の
店
舗
「
お
茶
の
あ
さ
ひ
園
」

が
展
開
す
る
有
限
会
社
『
フ
ァ

ー
ム
ソ
レ
イ
ユ
東
北
』
の
手
に

な
る
「
東
北
生
ま
れ
の
緑
茶
の

紅
茶
・Kitaha

」
は
い
か
に
し

て
世
に
出
た
の
か
。 

あ
さ
ひ

園
を
経
営
す
る
夫
婦
と
娘
の
一

家
が
普
通
東
北
で
は
考
え
ら
れ

な
い
と
さ
れ
て
い
た
紅
茶
栽
培

に
踏
み
切
っ
た
き
っ
か
け
は
東

日
本
大
震
災
で
あ
っ
た
。
被
災

地
か
ら
の
新
た
な
試
み
で
東
北

を
元
気
に
し
た
い
、
茶
の
固
定

観
念
を
揺
さ
ぶ
り
可
能
性
を
開

き
た
い
、
と
い
う
強
い
想
い
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

で
は
、
肝
心
の
気
候
の
方
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。
宮
城
県
と

は
不
思
議
な
所
で
、
日
本
の
ウ

ィ
ス
キ
ー
の
父
・
竹
鶴
政
孝
が

水
と
気
候
に
惚
れ
込
ん
で
新
蒸

留
所
の
建
設
を
決
め
た
、
と
い

う
逸
話
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

本
来
海
外
の
風
土
な
ら
で
は
の

産
物
と
思
わ
れ
た
「
洋
物
」
作

り
に
宮
城
の
風
土
が
意
外
な
威

力
を
発
揮
す
る
場
面
と
い
う
の

は
決
し
て
珍
し
く
な
い
。
そ
れ

は
今
回
、
何
と
紅
茶
作
り
に
お

い
て
も
同
様
の
奇
跡
的
成
果
を

当
地
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　

桃
生
の
地
の
高
台
に
広
が
る

茶
畑
は
、
北
上
川
か
ら
の
水
蒸

気
に
よ
る
絶
妙
な
湿
度
、
高
地

特
有
の
激
し
い
気
温
の
寒
暖
差

を
備
え
た
、
ま
さ
に
紅
茶
に
適

し
た
茶
葉
を
育
て
る
に
相
応
し

い
場
所
で
あ
っ
た
。
東
北
に
は

茶
葉
に
関
す
る
深
い
知
識
と
加

工
の
技
術
を
持
つ
人
材
が
未
だ

乏
し
く
、
摘
ん
だ
茶
葉
を
静
岡

ま
で
運
び
紅
茶
に
加
工
し
て
も

ら
う
と
い
う
過
程
を
踏
む
。
し

か
し
運
送
業
者
に
頼
む
と
茶
葉

が
変
色
し
た
り
枯
れ
て
し
ま
っ

た
り
し
、
結
局
は
自
家
用
車
で

直
ち
に
静
岡
へ
駆
け
込
む
な
ど

苦
労
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
仙
台
市
内
で
は
東
急

ハ
ン
ズ
や
東
北
の
工
芸
・
食
な

ど
を
扱
う
「
東
北
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
」（
八
戸
本
拠

の
『
金
入
』
が
経
営
）
で
手
に

取
る
事
が
で
き
る
本
品
の
、
地

元
石
巻
在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ロ
ゴ
は
素

朴
に
し
て
粋
で
あ
る
が
、
紅
茶

と
し
て
の
実
力
は
如
何
程
で
あ

ろ
う
か
？
石
巻
産「
桃
生
紅
茶
」

を
口
に
し
て
瞬
時
に
思
い
出
し

た
の
が
モ
ン
サ
ン
ル
ー
で
飲

ん
だ
熊
本
産
の
紅
茶
で
あ
っ

た
。

　

渋
み
は
少
な
く
、
他
の
茶
で

は
感
じ
ら
れ
な
い
独
特
の
甘

み
と
不
思
議
な
清
清
し
さ
が

前
面
に
出
て
く
る
。
洋
菓
子
の

み
な
ら
ず
和
菓
子
に
も
よ
く

合
い
、
香
り
の
強
い
ダ
ー
ジ
リ

ン
と
は
全
く
別
の
飲
み
物
、
ま

さ
に
「
和
紅
茶
」
と
し
て
強
く

印
象
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　

仙
台
市
の
新
東
北
土
産
コ

ン
テ
ス
ト
入
賞
の
他
、
G
２
０

大
阪
サ
ミ
ッ
ト
で
の
夕
食
会

に
て
各
国
首
脳
に
振
舞
わ
れ

る
な
ど
の
実
績
が
あ
り
、
フ
ァ

ー
ム
・
ソ
レ
イ
ユ
東
北
で
は
以

後
も
紅
茶
を
活
用
し
た
菓
子

の
開
発
な
ど
優
雅
に
し
て
野

心
的
な
試
み
が
止
ま
る
気
配

は
な
い
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

＊

　

本
稿
を
執
筆
中
、思
い
出
さ

れ
た
の
は
宮
澤
賢
治
の
言
葉
、

「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な

ら
な
い
う
ち
は
個
人
の
幸
福

は
あ
り
得
な
い
」
で
あ
っ
た
。

地
球
の
裏
側
に
働
く
誰
か
の

苦
し
み
を
知
り
、
そ
の
人
の
為

に
何
か
で
き
な
い
か
。
珈
琲
、

紅
茶
を
口
に
す
る
度
、
私
た
ち

は
思
索
す
べ
き
時
代
に
生
き

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

奥お
う

羽う

越え
つ

現げ
ん

像ぞ
う

氏
紹
介 

　

一
九
七
〇
年
山
形
県
鶴
岡

市
生
。
札
幌
、東
京
を
経
て
、

全
国
の
旅
の
末
、
仙
台
に
移

住
。ど
の
本
屋
に
入
っ
て
も
、

と
り
あ
え
ず
郷
土
本
の
棚
に

向
か
っ
て
立
ち
読
み
を
始
め

る
東
北
好
き
で
あ
る
。

「
地
球
の
裏
側
の
仕
事
」
の

息
遣
い
を
東
北
に
感
じ
る
事

伊達政宗ゆかりの「桃生
茶」から生まれた東北初の
紅茶
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埋もれた歴史を発掘する映像シリーズの二本立て上映会開催
『鬼がつくった日本刀』と『奪われた古代鉄王国』（三鷹産業プラザ）

古代東北がたどった歴史をあらためて映像で見つめ直す
　

先
月
の
十
一
月
二
十
八
日

（
土
）、
三
鷹
市
の
三
鷹
産
業

プ
ラ
ザ
で
埋
も
れ
た
歴
史
を
発

掘
す
る
映
像
シ
リ
ー
ズ
の
二
本

立
て
上
映
会
を
無
事
開
催
し
た
。

上
映
し
た
の
は
、
最
初
に
『
鬼

が
つ
く
っ
た
日
本
刀
』、
二
本

目
に
最
新
作
の
『
奪
わ
れ
た
古

代
鉄
王
国
』。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
は
、
前

者
が
、「
日
本
刀
の
ル
ー
ツ
が

東
北
に
あ
る
」
と
い
う
埋
も
れ

た
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
た
映
像

で
あ
り
、
後
者
は
、「
日
本
列

島
古
代
の
製
鉄
の
歴
史
と
大
和

朝
廷
と
エ
ミ
シ
が
戦
っ
た
、
日

本
で
一
番
長
い
戦
争
で
あ
る

【
三
十
八
年
戦
争
】
と
の
関

連
」
を
取
り
上
げ
た
映
像
で
あ

る
。

　

再
び
コ
ロ
ナ
禍
が
騒
が
れ
始

め
て
き
た
時
期
で
あ
っ
た
た
め

ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
を
万
全
に

し
て
臨
ん
だ
。

　

と
は
い
え
、
感
染
を
懸
念
し

て
会
場
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

方
々
も
多
々
お
ら
れ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
そ
れ
を
覚
悟
し
て
の
開

催
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
映
像
の
制
作
チ
ー
ム

の
方
々
も
来
場
し
て
く
れ
た
の

で
、
良
い
機
会
と
思
い
、
来
場

の
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
で
き
た
。

さ
ら
に
は
身
内
か
ら
は
小
さ
な

孫
た
ち
も
見
に
来
て
く
れ
た
。

　
　
　
　
　

＊

　

二
本
目
の
『
奪
わ
れ
た
古
代

鉄
王
国
』
は
、
今
年
の
七
月
下

旬
の
撮
影
で
、
ま
さ
に
コ
ロ
ナ

禍
の
真
っ
最
中
で
あ
っ
た
た
め
、

出
演
者
交
渉
は
大
変
だ
っ
た
。

　

や
は
り
万
が
一
の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
大
変
な
の
で
、
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
立
場
か
ら
は
出
演

予
定
者
に
無
理
強
い
は
で
き
な

い
の
で
、
か
な
り
人
数
を
絞
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

加
え
て
、
感
染
対
策
の
た
め

に
密
回
避
の
一
人
ず
つ
の
撮
影

と
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

別
に
設
定
し
て
、
制
作
側
か
ら

出
演
者
を
出
す
と
い
う
措
置
ま

で
採
っ
て
の
撮
影
と
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
映
像
監
督
と
そ
の

配
偶
者
ま
で
が
声
の
出
演
を
し

て
出
来
上
が
っ
た
作
品
で
あ
る
。

　

結
果
、
こ
の
さ
き
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
作
品
と
な
っ
た
。

　
　
　
　

＊

　

映
像
監
督
と
し
て
、
ま
た
原

作
者
と
し
て
、
二
本
の
映
像

の
上
映
を
あ
ら
た
め
て
見
て
、

様
々
な
感
慨
が
よ
ぎ
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
古
代
東
北
の
様
々

な
「
資
源
」
が
大
和
朝
廷
に
奪

わ
れ
た
こ
と
が
、
非
常
に
残
念

な
こ
と
に
す
っ
か
り
忘
れ
去
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
東
北
の
内
部
で
も
、

そ
れ
を
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ

る
人
は
本
当
に
少
な
い
こ
と
に

あ
ら
た
め
て
気
が
つ
い
た
。

　

同
時
に
、
こ
の
二
本
の
映
像

を
制
作
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

た
。
い
つ
か
誰
か
が
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
た
が
、
自
分
な
り
に
何
と

か
出
来
た
こ
と
の
意
味
を
噛
み

し
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

次
に
、
古
代
東
北
に
は
多
く

の
「
資
源
」
が
あ
っ
た
が
、
も

し
そ
れ
を
温
存
出
来
て
い
た
ら
、

そ
の
後
の
東
北
は
ど
う
な
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
「
夢

想
」
が
浮
か
ん
だ
こ
と
だ
。

　

歴
史
に「
も
し
」と「
た
ら
」

を
加
え
る
と
い
う
の
が
無
駄
だ

と
分
か
っ
て
い
て
も
、
ど
う
し

て
も
そ
れ
を
考
え
た
く
な
っ
た
。

ま
た
、
二
本
目
の
映
像
の
登
場

人
物
に
、
古
代
東
北
エ
ミ
シ
の

長
の
一
人
で
あ
る
「
モ
レ
」
を

登
場
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

ア
テ
ル
イ
は
よ
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
が
、
モ
レ
を
取
り
上
げ

た
作
品
に
は
お
目
に
か
か
っ
た

こ
と
が
な
い
。
そ
れ
に
敢
え
て

挑
戦
し
て
み
た
が
、
原
作
者
と

し
て
は
満
足
で
あ
る
。

　

い
や
、
満
足
と
い
う
表
現
で

は
足
り
な
い
。
モ
レ
の
声
の
出

演
を
し
て
み
て
、
自
分
で
書
い

た
原
作
な
の
に
、
思
わ
ず
そ
の

役
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
。

　

視
聴
者
の
方
々
の
感
想
は
知

ら
な
い
が
、
演
者
と
し
て
は
、

モ
レ
が
自
分
に
乗
り
移
っ
て
い

た
よ
う
に
感
じ
た
の
だ
。
そ
の

無
念
さ
と
後
世
の
東
北
へ
の
遺

言
の
よ
う
な
も
の
が
聞
こ
え
て

き
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　

今
後
、
ア
テ
ル
イ
と
同
様
に
、

モ
レ
を
取
り
上
げ
る
機
会
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

＊

　

こ
の
二
本
の
映
像
で
取
り
上

げ
た
の
は
、
最
近
の
発
掘
に
よ

り
世
界
の
製
鉄
開
始
の
歴
史

が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
そ
れ
に
伴
い
日
本
列
島
の

製
鉄
の
歴
史
も
書
き
換
え
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
古
代
東
北
と

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
騎
馬
民
族

と
の
関
係
見
直
し
も
必
要
な
こ

と
、
古
代
東
北
に
は
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
と
も
い
え
る
ほ
ど
の
製
鉄

拠
点
群
が
あ
っ
た
意
味
、
そ
し

て
大
和
朝
廷
の
製
鉄
開
始
の
定

説
へ
の
疑
問
投
げ
か
け
、
そ
し

て
「
三
十
八
年
戦
争
」
は
何
を

目
的
に
朝
廷
が
仕
掛
け
た
の
か

と
い
う
疑
問
、
日
本
刀
の
ル
ー

ツ
が
東
北
に
あ
る
こ
と
と
古
代

東
北
の
製
鉄
は
密
接
な
関
係
が

あ
る
こ
と
な
ど
だ
っ
た
。

　

古
代
東
北
に
は
、
そ
れ
ら
が

複
層
的
に
関
連
し
て
い
る
と
い

う
埋
も
れ
た
歴
史
を
取
り
上
げ

た
二
本
立
て
上
映
会
で
あ
っ
た
。

　

手
前
み
そ
に
な
る
が
、
作
品

の
優
劣
は
と
も
か
く
、
投
げ
か

け
た
主
張
に
一
度
で
い
い
の
で

目
と
耳
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
切
に
願
う
次
第
で
あ
る
。

『奪われた古代鉄王国』DVDパッケージ

『鬼がつくった日本刀』
DVDパッケージ

上映会にご参加いただいたみなさん

映像制作にご協力いただいたみなさんと家族

上映会にご参加いただいたみなさん


